




































































































































































































































白 拍 子 の 由 来 に つ いて考証した 章 段 で あ って、「仏神 の 本 緑を 歌ふ 」 の が そ の 始 原 で あると説き 、 そ の 後 源 光 行 が 多 く の 本 を 作 った と 述 ぺている。源光行 は 和 漢 の 学 に 通 じ た 知 識 人 で あ り 、 ま た
． 歌 人 で も あ っ た 。 和歌 ・ 物 栢 は 藤 原 俊成 に 、 漢 学 は 藤 原 孝範 に 学
ん だ と い う 。 治 承 二 年 ( - ― 七 八 ） 「 日 吉 社 五 首 歌 合 」 、 建 久 二 年（ 一 ー 九 一 ） 「若 宮 杜 歌 合』 、 建久 六 年 『 民 部 卿 家 歌 合
j
等 に 出 詠
し 、 歌 は 『 紫 求 和 歌 」 「 百 詠 和 歌 」 中 の 作 を 含 め て 八 四 0 首 余 が知 ら れ る 。 勅 撰 集 に は 『 千 載 集 」 に 一 二 首 入 集 し た の を 始 め と し て 、十 四 の 勅 撰 集 に 計十 九 首 が 入 集 し て い る 。 第 二 百 二 十 五 段 の 記m中 に 光 行 の 名 を 挙 げ る 一 事を 以 っ て し て も 、 兼好 が 源 光 行 、 及 ぴそ の 培 作 に か な り 関 心 を 持 っ て い た こ と は 間 違 い な い だ ろ う と 思わ れ る の で あ る 。
同 然 草 」 に お い て 「 梨 求」 或 い は 「 蒙 求 和 歌 」 か ら の 故 事 が
明 示 的 に 引 か れ て い る 卒 段 と し て は 、 第十 八 段 • 第 二 十 六 段
•第
三 十 八 段 • 第 六 十九 段 • 第 百 七 十 段 の 五 つ の 章 段 を 挙 げ る こ と がで き る 。 し か し な が ら
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‘ こさ． 人 、 手↓-· 松
の g 
て と口こ を此くの
‘なし ずく送り をみ下打るて風ゑみ みての
然 ど 以 外 の 和 漢 の 古典
文学




の 詫 注 釈 苔
g“)
の 間 で は
、典 拠 説
を め ぐ り さ ま ざ ま な 意 見 が 示 さ れ て き た 。 本 論 文 に お い て は
、こ
れらの 章 段 の 典拠 に つ い て
、従 来 の 先 学 の 研 究 の 成 果 を 跨 ま え た
上 で 、 私 見 を 述 べ て み た い と 思 う 。
上 述 の 五 つ の 章 段 の う ち 、 ま ず
、第 十 八 段
、第 二 十 六 段 に つ い
て 見 て い き た
い













































うと推測される。また、第二十六段の「屈子悲糸 「楊朱泣岐」の故事については、近批の注釈世は「淮肖子」を典拠として挙げるが、近・現代の注釈宙 ほとんど 『紫求和歌
j
を典拠として
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